
それをバイオマス100％としていくた
めの努力、また点検期間を短くするな
ど、技術力を充実するための取り組み
を推進している。将来は、グリッドパ
リティを実現したFITに頼らないモデ
ルも考えたい。

　イーレックスでは、これまで中
古の発電設備を使い、PKS(パーム椰
子殻)というバイオマス燃料の使用が
可能か検証を行うなど、燃料につい
て先進的な取組を行ってきた。その
中で海外の方とも議論をしてきた。
長期・安定的に燃料を確保するた
め、2017年６月にシンガポールに現
地法人を設立した。以降、現地の有

　前提として、イーレックスで
は発電事業から小売電気事業まで手
掛けている。その中で、24時間稼動
する安定した電源として見込めるこ
と、また計画・立案から稼動までの
リードタイムが合理的であること、
FIT制度を活用する事で、発電事業の
予見性と安定した収益が確保しやす
くなり再投資も行いやすくなること
などを考慮しバイオマス発電所の建
設にとくに注力している。
　最近では沖縄で５基目の発電所建
設計画のほか、６基目を香川県の坂
出市で建設する計画も公表した。こ
のうち沖縄でのプロジェクトは、
2018年度中の着工を予定している。
他社から発電所の建設を、共同で行
わないかとのお声掛けも頂戴してお
り、FIT制度を活用したバイオマス発
電所建設は、７基目以降も数カ所進
めたい。

　外部から新たな役員も招聘し
て、とくに技術担当スタッフの拡充
と体制づくりを昨年から本格的に始
めた。本年４月には発電部を立ち上
げ、発電所の現場と本社の役割を分
担し、さらなる効率化とコストリダ
クションを狙う。これまでは、バイ
オマス発電所で補助燃料となる石炭
を10％程度混ぜて燃やしていたが、

力企業と共同でインドネシアとマレー
シアにも現地法人を設立し燃料を安定
的に調達する体制を構築してきた。燃
料の長期安定確保ができるかが、バイ
オマス発電事業の安定性を左右する最
大のポイントであり、新たな燃料担当
の役員も設けるなど、我々も燃料確保
を最大の関心事としている。他社から
燃料を購入するだけでなく、自社のス
タッフが現地に赴いたり、他社とジョ
イントして開発していくことも含め
て、燃料確保に最大限人員と資金を
かけている。
　イーレックスでは、燃料調達という
上流事業にまで自ら積極的に展開して
いる。燃料となるPKS確保の取り組み
は今後も深掘りしていくとともに、木
質ペレットも現地でどのように調達す
るか検証し、PKS以外の燃料について



も調達の対応力を高める。沖縄の発電
所では燃料のうちPKSを半分、残り半
分を木質ペレットなどのバイオマス燃
料で補うことを視野に入れている。さ
らに、EFB(Empty Fruits Bunch：パー
ム空果房)を燃料として活用すること
にも興味がある。ボイラに影響を与え
るナトリウムやカリウムといったEFB
の成分・性状もふくめた課題をクリア
できる手法も開発され始めているよ
うだ。その中で、イーレックスとして
は、性状の課題などを最初の段階で
しっかりと克服したうえで、燃料とし
ての活用を決定する。

　現在はバイオマス発電所の建設
を進めているが、今後は風力発電や太
陽光発電の活用についても検討してい
く。これらの建設や検討に今は人員や
資源を割いているが、水力、地熱につ
いても関心はもっている。太陽光発電
は2019年問題と呼ばれる住宅用設備
で、風力発電はRPS法からFITへ移行
認定をしてきた設備で、それぞれFIT
切れ案件が出始めている。それらを電
源として活用するための検討を進めて
いる。一方で、イーレックス単独で事
業を進めるには課題も存在するため、
他社との協業も推進していきたい。大
手の電力会社からも再エネ発電所を共
同で建設してはどうかという提案も弊
社には寄せられており、すでに九州電
力の子会社である九電みらいエナジー
とは、豊前や沖縄の木質バイオマス発
電事業で共同出資し協力している。と
くに、イーレックスと異なる再エネ発
電を行っている企業とどう連携するか
という点で、注目している他社の存在
はある。

　安価でクリーンなエネルギーを
安定供給していくことが、イーレック
スの社会的使命としている。低圧分野
においては料金規制の撤廃も行われる
など、競争は今後も激しくなっていく
が、その中でも負けないための工夫を

講じていかなければならない。
　電力小売事業の推進には、イーレッ
クスの本社がどのように意思決定し、
営業を行うかが重要なポイントになっ
てくる。コスト競争力を持ちながら、
それに何をサービスとして付加してい
くかの決定が重要なポイントだ。一言
に電力小売といってもＢtoＢに対する
営業の仕方、また同じＢtoＣと言って
もネットからの電力供給を申し込んだ
方々と、相対で顔を合わせ新たに申し
込まれた方々では色々と異なる要素が
あり、様々な分析結果も得られてき
た。２年前に全面自由化がスタートし
たが、どのような方向に進むか検討を
行うのは、これからの取り組みとな
る。まさに社内でも色々と論議を行っ
ている最中だ。しっかりと説明を行え
ば、電力会社の切替に関心がある人・
ニーズは、まだまだ多く存在する。関
東エリアではガスと電力のパッケージ
販売も始めた。この試みは始まったば
かりだが、名古屋や大阪といったエリ
アでの販売も考えられるだろう。

　発電所を建設する自治体との共
創推進を目指す。安価で安定したク
リーンなエネルギー供給という使命以
外でも、積極的に少子高齢化対策や地
域創生も手掛けていくべきと考えてい
る。とくに、発電所が建設される地

域の自治体の皆さんと色々な試みを進
めたい。廃棄物発電には大変関心があ
り、また、し尿処理の問題にも対応し
ていきたい。単に自治体へ電力を販売
するだけでなく、ほかの形も含めた事
業を自治体と進める。色々なアプロー
チが考えられ、例えば自治体へ色々な
物品を納入している企業などとも協力
していきたい。ある自治体の首長から
は、ごみ発電活用に関する相談も受け
ている。税収も少なくなる中でごみや
し尿処理にかかる費用などの問題が大
きくなってくる。そういった課題解決
に、イーレックスとして積極的に関与
していく。
　また、CO2排出削減の取り組み・対
応も避けて通れない｡「ＲＥ100」へ
の加盟といった流れなど、100％再エ
ネ由来の電力使用へ、いち早く舵を
切った人々による競争がはじまってい
るのが、現在の状況ではないか。イー
レックスとしては、こうした取り組み
は自治体との共創事業の中からスター
トしていきたい。現状は小売電気事業
者が500社以上ある中で各社が競争し
て市場のパイを取り合っているが、今
後は石油や鉄鋼などと同様に寡占化も
進むことも考えられる。その中で生き
残っていくためにも、CO2フリーの電
力を積極的に供給できる事業者となる
ことがイーレックスとして必要だ。


